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２年生 算数 １０や１００のまとまりをつくって数える

１ ねらい

２年生では、たくさんの数を数えるとき、１０のまとまりや１００のまとまりをつくって数えるということを学習し

ます。算数の授業では、低学年ほど具体物で操作しながら学習することが大切だと思います。幸いペットボ

トルキャップがたくさん集めてあったので、これを活用することとしました。

２ 実践内容

(1) 校長先生からの依頼

「２年生のみなさんへ ペットボトルのキャップがぜんぶで何個あるか、教えてください。」
な ん こ おし

(2) 取り組みの様子

さあ、はじめよう

１０のまとまりを作る
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(3) 児童のワークシートから

１００のまとまりを作る
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(4) 学級だよりから
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３ 実践を終えて

子どもたちは夢中になって取り組んだようです。３ケタ＋３ケタの筆算は習ってないということでしたが、

必要に迫られて、チャレンジしたと聞いて嬉しく思いました。

同じもの（同じ個数）を使ったのですが、1組は2,975個、2組は2,920個となりました。２組は各班の個数

を担任が確認したことから、２組の方が正確だと教えてもらいました。５・６年生への課題に使うときは、

2,920個を使用することにしました。


